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油谷町民憲章

自 然 を愛 し、 環 境 を整 え、 町 を美 し く し ます。
互 い に助 けあ い 、思 い やり と。

心の ふ れ あい を 大切 に しま す。
ひ とに 迷惑 をか け ず、

き まり を守 り 、 言動 に 責 任 を も ちま す。
勤 労 を尊び 、 仕 事に 誇り をも っ て励 み ます。
心身 と もに 健康 で、明 るい 家 庭 をつ くり ま す。

ぼうさい“ ゆや

” 試験放送開

始
防災行政無線は役場庁舎内の機器( 親局)

、各中継局などの施設も設置され5月1日
一部開局に向けて進行しています。 ( 惣 萩 中 継 所)



生きがいに満ちた
学習を求めて生 涯 教 育

公
民
館
学
級
講
座受

講

生

募

集

締
切
・
三
月
三
一
日

墨　　 絵　　 教　　 室 （ 中央 公 民 館）

今
日
の
激
し
い
現
代
社
会
の
進
展
の

中
で
．
私
た
ち
の
学
習
要
求
は
．
多
様

化
．
高
度
化
し
な
が
ら
次
第
に
増
大
し

つ
ゝ
あ
り
ま
す
．

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
主
的
・

自
発
的
に
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
生

涯
学
習
は
、
自
己
に
適
し
た
手
段
．
方

法
を
選
択
し
て
生
涯
を
通
し
て
行
う
も

の
で
す
．

高
度
経
済
成
長
を
経
て
．
社
会
は
物

か
ら
心
の
時
代
に
移
っ
て
き
ま
し
た
．

人
び
と
の
精
神
的
豊
か
さ
を
求
め
る

学
習
は
．
教
養
を
は
じ
め
と
し
趣
味
、

技
芸
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
積
極
的
に

参
加
し
．
そ
こ
に
生
き
が
い
を
見
つ
け

真
に
豊
か
で
．
活
力
の
あ
る
．
油
谷
町

「
あ
た
ゝ
か
い
．
ふ
れ
あ
い
」
の
あ
る
．

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
も
役
立
て
ゝ
い
こ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
．
生
涯
学
習
の
意

義
が
あ
り
ま
す
．

公
民
館
は
皆
さ
ん
の
学
習
セ
ン
タ
ー

で
す
．

て

公
民
館
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
．
だ
れ
で
も
、
ひ
と
り
一
学
習

一
ス
ポ
ー
ツ
．
一
趣
味
を
目
指
し
．

だ
れ
で
も
学
習
が
で
き
る
よ
う
、
学

習
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
学
習
は
自
由
で
す
．
学
習
さ
れ
る

か
た
が
た
に
適
し
た
場
や
時
期
．

教
材
や
講
師
．
情
報
や
資
料
の
提

供
を
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
公
民
館
で
開
設
す
る
学
級
．
講
座

の
ほ
か
．
自
主
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー

ク
ル
．
文
化
団
体
等
の
活
動
振
興

に
配
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｏ
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
公
民
館
を
し
っ
か
り
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｏ
施
設
の
利
用
時
間
は
公
民
館
の
開

設
時
間
と
し
、
届
出
に
よ
っ
て
は

午
後
一
〇
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
．

二
．
町
の
行
政
機
関
．
教
育
機
関
．
社

会
教
育
関
係
団
体
な
ど
に
関
連
し
．

教
育
上
ま
た
は
公
益
上
必
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
使
用
料
の

減
免
を
行
っ
て
お
り
ま
す
．

三
．
生
涯
学
習
の
た
め
の
．
各
種
学
級

講
座
．
教
室
を
定
期
的
に
開
設
し
．

希
望
者
は
だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
．

そ
の
ほ
か
．
講
習
会
．
講
演
会
．

研
修
会
．
展
示
会
、
展
覧
会
な
ど
も

随
時
に
開
催
し
．
教
育
．
学
術
．
文

化
向
上
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
．

四
．
設
備
の
内
容
に
つ
い
て
は
．
ま
だ

充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
視
聴
覚
器

具
．
体
育
用
具
な
ど
を
利
用
団
体
に

貸
出
し
て
お
り
ま
す
（
一
部
有
料
）

五
、
館
内
に
は
図
書
室
が
設
け
ら
れ
貸

出
等
に
よ
り
自
由
に
貸
出
し
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

貸
出
し
は
原
則
と
し
て
油
谷
町
内

居
住
者
に
限
り
ま
す
．

六
．
公
民
館
は
皆
さ
ん
の
学
習
の
広
場

で
す
．
自
ら
の
教
養
と
心
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
．
地
域
の
す
み
ず
み
ま
で

豊
か
で
活
力
の
あ
る
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
．

婦
人
学
級
（
向
津
具
公
民
館
）
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ひ
と
り
一
学
習
・

一
ス
ポ
ー
ツ
・
一
趣

味
を
持
と
う

昭
和
六
一
年
度
、
次
の
と
お
り
各
種

教
室
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

お
誘
い
合
せ
の
う
え
多
数
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

一
、
開
設
要
件

・
　
一
教
室
の
受
講
入
員
が
。
お
お

む
ね
一
五
入
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
　
年
間
一
〇
回
程
度
継
続
し
て
開

講
が
見
込
ま
れ
る
も
の
（
時
期
は

自
由
。
集
中
的
に
開
設
し
て
も
よ

い
）

・
　
適
切
な
講
師
の
確
保
が
で
き
る

も
の

・
　
運
営
費
が
。
予
算
の
範
囲
内
で

ま
か
な
え
る
こ
と

二
、
受
講
料

・
　
講
師
招
請
の
場
合
一
回
（
半
日

単
位
）
五
〇
円
（
開
講
日
に
年
額

を
前
納
し
ま
す
）

三
、
申
し
込
み

・
　
昭
和
六
一
年
三
月
三
一
日
ま
で

に
各
公
民
館
に
備
付
け
て
あ
る
受

講
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
人
し

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

四
、
留
意
事
項

・
　
開
講
時
間
は
講
師
の
都
合
で
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
　
学
習
に
必
要
な
材
料
費
に
つ
い

て
は
受
講
生
の
負
担
と
な
り
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
各
公
民
館
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

公　民　館　開　設　講　座
中　　 央　　 公　　 民　　 館 宇　 津　 賀　 公　 民　 館 向　 津　 具　 公　 民　 館

生花教室

( 向 津 具・ 川 尻)

毎 月

第1 ・3 月曜 日

編 物 教 室 書 道 教 室 生 花 教 室 民 舞 教 室 茶 道 教 室
（ 中　 央 ）

9 月～11 月 の3 ヵ 月

毎 週 火 ・ 木 曜 日

（ 中　央 ）

毎 月

第2 ・4 土 曜 日

( 後 畑・ 立石･ 角 山)

毎 月

第1 ・3 火 曜 日

（ 字 津 賀 ）

毎 月

第1 ・3 木曜 日

（ 向 津 具 ）

毎 月

第2 ・4 水 曜 日

盆栽教室

（ 伊　 上 ）

年　5　 回

盆栽教室

（ 宇 津 賀 ）

毎 月　15　 日

ジャズダンス教室

( 宇 津 賀)

毎 月

第1 ・3 水 曜 日

書道教々

（ 川　 尻 ）

毎 月10 日 ・20 日

陶芸教々

（ 川　 尻 ）

毎 月5 日・25 日

コ － ラ ス 教 室

（ 中　央 ）

毎 月　2　 回

墨絵教室

（ 中　 央 ）

毎 月
第1 ・3 火曜 日

ジャズダンス教室

毎 月
第1 ・3 金 曜 日

高齢者学級

随　　　 時

婦人学級

随　　　 時

民舞教室

( 向 津 具 ・ 川 尻)
毎 月
向 津 具

第2 ・4 金 曜 日
川　 尻

第1 ・3 水 曜 日

盆栽教室

（ 向 津 具 ）

毎 月　20　 日

高齢者学級

随　　　 時

婦人学級

随　　　 時

成人学級

随　　　 時

保育学級

随　　　 時

墨 彩 画 教 室 ジ ャ ズダ ンス 教室

（ 向 津 具 ）

毎 月
第2 ・4 土 曜 日

（ 向 津 具 ）

毎 月
第1 ・3 木 曜 日

成人学級

随　　　 時

保育学4

随　　　 時

家庭教育学級

随　　　　 時

高齢者学級

随　　　　時

婦人学級

随　　　 時

家庭教育学級

随　　　　時

成人学級

随　　　 時

保育学級

随　　　 時

家庭教育学級

随　　　　 時

お申込は

3月31日まで
＜ 問 い 合 せ 先 ＞

中 央 公 民 館　2 － 1 1 16

宇 津 賀 公 民 館　2-  1 140

向 津 具 公 民 館　4 － 1 1 12



手芸ちぎり絵グループ
千草会（掛淵）

昭和59年2 月、油谷小学校で開設した家庭教育学級ではじめたの
が最初で、現在会員が約10名月1 回、あたたかい心のふれあいのな
か、なごやかにちぎり絵を制作しているグループです。

ちぎり絵は手先で仕上げていく技法で、不器用だからということ
はなく、だれにでもできます。

制作方法はすかしてみえる紙に絵を写し、色紙に下絵を描き色の
ついた手すき和紙をちぎり乍ら貼りつけ仕上げていくものですが、
仕上った作品は額縁にいれ、家庭の玄関、こども部屋、お年寄りの部屋などに飾ってみてはいかがですか。

手 先 きを 使い ま す ので 、 特 に お 年 寄 り に は 老 化 を 防 ぎ、 楽し く時 を 過ご すこ と が でき ま す。

草花等のごく自然な感じがでており見る人の心をなごませます。

〈 連 絡 先＞　 高 木 来子 （ 掛 淵 ） 電 話　2- 0  5 4 2

油
谷
町
の
古
文
書

（
最
終
回
）

油
谷
湾
総
合
開
発
の
夢

資
料
①
油
谷
町
略
史
年
表
②
菱
海
・
向
津
具
議
事
録
④
油
谷
湾
塩
業
Ｋ
Ｋ
記
録

⑤
油
谷
町
広
報
・
⑥
新
町
建
設
計
画

本
州
の
最
西
北
端
に
位
置
し
。
朝
鮮
半
島
へ
最
短
距
離
で
天
然
の
良
港
の

良
港
油
谷
湾
に
臨
む
当
町
に
と
っ
て
は
、
古
来
よ
り
油
谷
湾
開
発
は
為
政
者

や
地
域
住
民
の
願
い
で
あ
り
、
夢
で
あ
っ
た
。

第
一
は
小
田
運
河
の
掘
削
で
あ
る
。
萩
藩
府
は
。
寛
文
四
～
六
年
（
一
六

六
四
～
七
）
ま
で
掘
削
工
事
を
続
け
た
が
。
難
工
事
の
た
め
中
止
。

第
二
も
小
田
運
河
の
掘
削
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
。
時
の

向
津
具
村
長
太
田
祥
助
か
中
心
と
な
り
。
関
係
者
の
同
意
を
得
て
帝
国
議
会

に
請
願
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
一
外
海
と
内
海
と
の
航
路
の
開
設
二
川
尻

岬
沖
の
航
海
の
難
所
を
避
け
三
避
難
港
と
し
四
内
外
魚
族
の
回
游
に
を
図
り

一
大
漁
港
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
請
願
は
衆
議
院
で
採
択
、
貴
族
院
で

否
決
さ
れ
た
。
昭
和
の
初
め
海
軍
遷
港
の
う
わ
さ
話
も
あ
っ
た
。

第
三
は
韓
国
蔚
山
と
油
谷
湾
を
結
ぶ
航
路
の
開
設
で
あ
る
。
当
時
釜
山
在

住
（
戦
後
油
谷
町
在
住
）
の
池
田
佐
忠
に
よ
り
。
昭
和
十
二
年
頃
よ
り
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
十
八
年
に
は
。
河
原
浦
か
ら
伊
上
の
唐
崎
に
至
る
地

先
海
面
三
五
丁
六
千
坪
余
を
埋
立
て
ゝ
、
貿
易
港
諸
施
設
を
作
る
雄
大
な
計

画
。
戦
争
末
期
の
た
め
計
画
を
縮
小
し
。
昭
和
二
○
年
三
月
一
日
認
可
。
こ

の
時
は
地
先
海
面
一
丁
八
千
坪
余
を
埋
立
て
る
構
想
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
一

年
十
一
月
二
二
日
付
の
目
録
に
よ
る
と
、
池
山
佐
忠
所
有
地
は
、
河
原
浦
か

ら
伊
上
に
か
け
て
海
岸
沿
い
に
八
万
九
千
六
百
三
十
七
坪
あ
り
。
そ
の
構
想

の
大
き
さ
と
、
こ
の
事
業
実
現
に
傾
け
た
情
熱
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
は
油
谷
町
誕
生
の
際
の
「
新
町
建
設
計
画
」
の
基
本
方
針
の
第
四
に

「
天
然
の
良
港
油
谷
湾
の
開
発
を
は
か
り
。
将
来
対
韓
貿
易
の
基
地
た
る
諸

施
設
…
…
」
と
。
池
田
構
想
の
継
承
で
あ
る
。

第
五
は
昭
和
四
六
年
の
石
油
基
地
構
想
で
あ
る
。
地
質
調
査
は
終
了
し
た

が
。
漁
業
権
問
題
が
絡
ん
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

今
は
無
き
白
砂
青
松
を
眺
め
な
が
ら
。
わ
れ
わ
れ
の
先
人
は
大
き
な
夢
を

抱
い
て
い
た
。

三
百
年
来
の
夢
。
歴
史
は
繰
り
返
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
油
谷
町
の
古
文
書
。
二
ヶ
年
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
）
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みんなでジャンプ

2月22日、向津具小学校でなわとび大会が開かれ、いろいろ

な飛び方の学年チャンピオンを決めたり、グループに分かれ一

つのなわで何入まで飛べるかなどを競い、楽しい1日をすごし
ました。

魚を食べよう

2 月5 日、栄養改善推進員研究会が中央公民館で開かれ、今

回は魚食普及を目的とし、いわし、さば、かわはぎを使った料

理を学びました。

サ イ ン
今年も、入学の季節を控え各小学校で仮人学が行われた、今

年の新1 年生数（予定）は、油谷小47人、伊上小10人、大平小

6 人、文洋小17人、向津具小21人、川尻小12人です。

（写真は2 月28日、川尻小の仮人学・交通安全教室）

保 健
ミニ知識心

の
健
康
を

保
つ
コ
ツ

い
つ
も
若
々
し
く
あ
る
た
め
に
は
。

身
体
的
健
康
法
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
精

神
的
健
康
法
が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

精
神
を
鍛
錬
し
。
心
の
健
康
を
保
つ
コ

ツ
と
し
て
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

①
自
分
な
り
の
生
活
信
条
や
目
標
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。

②
他
入
に
依
存
し
な
い
で
自
分
で
で
き

る
仕
事
や
役
割
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

③
自
分
の
立
場
を
客
観
的
に
み
て
。
自

分
の
言
動
を
省
み
る
ゆ
と
り
を
も
ち

ま
し
ょ
う
。

④
自
己
中
心
的
に
な
ら
ず
。
周
囲
の
人

び
と
へ
も
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
現
在
に
喜
び
を
感
じ
。
日
常
生
活
に

感
謝
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
趣
味
を
も
ち
。
積
極
的
に
人
生
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

⑦
外
部
の
世
界
に
も
興
味
と
関
心
を
向

け
ま
し
ょ
う
。

⑧
自
分
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
や
腹

が
た
っ
て
い
る
時
に
は
。
自
ら
を
振

り
返
り
ま
し
ょ
う
。
イ
ラ
イ
ラ
す
る

原
因
を
た
ぐ
り
よ
せ
て
い
る
う
ち
に
。

イ
ラ
イ
ラ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
あ
る
も
の
で
す
。



深
夜
ハ
イ
キ
ン
グ
で

ハ
レ
ー
彗
星
を
見
よ
う

公
民
館
で
は
．
七
六
年
に
一
度
し
か

見
ら
れ
な
い
と
い
う
ハ
レ
ー
彗
星
を
観

察
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
計
画
で
行

い
ま
す
の
で
．
参
加
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
．

な
お
．
参
加
人
員
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
．
お
早
め
に
…
…
…
．

〈
日
時
▽
三
月
二
一
日
（
春
分
の
日
）

午
前
二
時
四
〇
分
～
六
時
五
○
分

〈

集
合
及
び
観
察
場
所
▽

集
合
・
日
置
町
福
正
寺

観
察
・
干
畳
敷

〈

参
加
料
▽

一
人
五
〇
円
（
ハ
イ
キ
ン
グ
保
険
料
）

〈

資
格
▽
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

〈
募
集
人
員
▽
保
護
者
を
含
め
四
〇
人

程
度
（
先
着
順
）

〈
締
切
期
限
▽
三
月
二
○
日
（
木
）
ま
で

〈

携
帯
品
▽
防
寒
具
・
懐
中
電
灯
、
水

筒
．
双
眼
鏡
又
は
望
遠
鏡
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

〈

申
し
込
み
先
▽
中
央
公
民
館

な
お
．雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
．

講
演
会
が
開
か
れ
ま
す

Ｏ
経
済
講
演
会

〈

日
時
▽
三
月
二
〇
日（
木
）午
後
七
時

〈

場
所
▽
油
谷
町
商
工
会
館

〈

講
師
▽
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授

小
嶋
　
正
己
先
生

Ｏ
人
づ
く
り
講
演
会

〈
日
時
▽
三
月
二
四
日
（
月
）

〈
場
所
▽
中
央
公
民
館

〈
講
師
▽
人
間
関
係
研
究
所
長

有
吉
　
實
先
生

水
道
の
漏
水
個
所
の
通
報
を

近
年
．
生
活
の
多
様
化
等
に
伴
い
水

道
の
使
用
量
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
．

一
方
．
使
用
さ
れ
な
い
水
（
漏
水
）

も
増
大
し
て
お
り
ま
す
．
町
と
し
て
も

常
時
漏
水
調
査
を
実
施
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
．
な
か
な
か
漏
水
箇
所
の
発
見

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
．

そ
こ
で
．
左
記
の
様
な
こ
と
が
あ
れ

ば
役
場
．
水
道
係
ま
で
ご
通
報
く
だ
さ

い
。

Ｏ
道
路
等
で
不
審
な
水
が
出
て
い
る

Ｏ
最
近
．
急
に
水
道
料
金
が
上
が
っ
た

水
の
使
用
料
が
増
え
た
．

油
谷
電
報
電
話
局
の
窓
口
業

務
取
扱
い
が
統
合
さ
れ
ま
す

三
月
一
七
日
か
ら
油
谷
電
報
電
話
局

の
窓
口
業
務
の
取
扱
い
が
な
く
な
り
．

そ
の
業
務
は
長
門
電
報
電
話
局
で
取
扱

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

な
お
、
電
話
の
架
設
．
移
転
や
料
金

の
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
従
来
ど
お
り

局
番
な
し
の
一
一
六
番
で
す
．

ま
た
．
支
払
期
日
後
一
〇
日
を
経
過

し
た
電
話
料
金
は
．
最
寄
り
の
電
報
電

話
局
ま
た
は
山
口
銀
行
油
谷
支
店
で
お

受
け
い
た
し
ま
す
．

（
油
谷
電
報
電
話
局
よ
り
）

職
業
訓
練
生
募
集

（
二
次
募
集
）

〈
募
集
対
象
者
▽

主
と
し
て
新
規
中
学
校
．
高
等
学
校
卒

業
予
定
者

〈

募
集
訓
練
科
名
▽

電
子
機
器
科
・
自
動
車
整
備
科
（
二
級

・
三
級
）
　・
冷
凍
空
調
科
・
木
工
科
・

建
築
科
・
左
官
科
・
建
築
製
図
科
・
商

業
事
務
科

〈

募
集
人
員
▽
各
科
若
干
名

〈
募
集
期
限
▽
三
月
二
〇
日
（
木
)
ま
で

〈
面
接
選
考
日
▽
三
月
二
四
日
（
月
）

な
お
。
応
募
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
萩
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
山
口
県
立
西
部
高
等
職
業
訓
練
校

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

実
施
中

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
春
の
火
災

予
防
運
動
か
。
二
月
二
八
日
か
ら
三
月

一
三
日
ま
で
の
一
四
日
間
で
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
家
庭
で
。
火
災
予
防
に

つ
い
て
考
え
、
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴

重
な
財
産
の
焼
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈
油
谷
町
の
火
災
状
況
▽

60
年

59
年 ％

3
件

2
件

建
物

1
件

3
件

林
野

2
件

2
件

そ
の他

6
件

7
件

計

労
働
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
か

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
事
業
の
種
類
に
関
係
な
く
強

制
適
用
事
業
と
し
て
。
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
者

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
す
る
た
め

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
。

公
共
職
業
安
定
所
で
直
ち
に
加
入
の
手

続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
年
度

更
新
手
続
き
の
説
明
会

四
月
一
一
日
一
三
時
三
〇
分
か
ら

長
門
市
中
央
公
民
館

訂
　
正
　
記
　
事

二
月
号
（
N
o
.
二
八
二
号
）
の
松
田
博

前
助
役
の
退
任
の
あ
い
さ
つ
の
文
中
で

助
役
の
任
期
を
一
年
一
〇
ヵ
月
と
あ
り

ま
し
た
が
．
二
年
一
〇
ヵ
月
の
誤
り
で

し
た
．
訂
正
し
て
お
詑
び
申
し
上
げ
ま

す
．お

め

で

た

一
月
二
一
日
～
二
月
二
〇
日
受
理

子
の
氏
名
　
　

保
護
者
　
　
住
　
所

河
野
　
好
恵
　
　
政
　
之
　
　
杣
　
地

原
田
　
大
介
　
　
光
　
明
　
　
河
原
浦

水
嶋
　
武
蔵
　
　
正
　
実
　
　
中
　
畑

村
川
　
　
歩
　
　
育
　
宏
　
　
西
立
石

古
谷
　
明
弘
　
　
正
　
治
　
　
中
の
森

金
山
　
義
寿
　
　
義
　
治
　
　
久
　
津

繁
松
吉
央
里
　
　
和
　
文
　
　
本
　
郷

お
く
や
み

二
月
二
一
日
～
二
月
二
〇
日
受
理

氏
　
名
　
　
　
年
齢
　
　
住
　
所

有
地
　
　
哲
　
　
五
六
歳
　
　
駅
　
通

長
瀬
　
恭
一
　
　
六
五
歳
　
　
掛
　
淵

辻
村
　
永
一
　
　
七
九
歳
　
　
大
　
畠

上
田
金
十
郎
　
　
八
二
歳
　
　
大
浦
東

島
壽
　
隆
輔
　
　
六
八
歳
　
　
大
浦
東

平
岡
　
ト
メ
　
　
八
七
歳
　
　
大
浦
東

梅
田
ハ
ツ
子
　
　
五
四
歳
　
　
油
　
谷

山
下
　
　
薫
　
　
六
六
歳
　
　
川
尻
西

わが町の人口
昭 和61 年2 月1 日 現 在( 前 年 対比)

人口
10, 853入
( - 72 人)

5, 108入
( - 33 人)

5, 745入
( - 39 入)

世帯 数 3, 276 戸
( 土 Ｏ戸)

町
内
文
芸

油
　

谷
　

俳
　

壇

す
れ
ら
が
ふ
蛋
は
野
焼
の
匂
ひ
も
っ
　
　
　
　
　
古
川
　
帆
可

野
焼
守
る
人
古
代
め
く
深
き
闇
　
　
　
　

黒
瀬
　
静
江

油
　

谷
　

短
　

歌
　

会

満
潮
の
河
口
に
潜
く
か
い
っ
ぶ
り
夕
の
水
面
に
波
紋
を
描
く

岡
村
ツ
ユ
子

梅
林
の
白
き
海
あ
り
そ
の
中
に
も
ん
ど
り
う
ら
て
若
き
ら
の
こ

え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
谷
志
津
夫

油
　
谷
　
川
　
柳
　
会

算
用
は
合
っ
て
ア
キ
ノ
の
雫
足
ら
ず
　
　
　
　
　

小
浜
　
政
一

ス
パ
ー
ク
し
婆
さ
ん
済
ま
ぬ
と
爺
は
云
い
　
　
　
平
川
　
三
照
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